
世界ときめく!日 本 ラグジュアリー120プ ラン日
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10部 門

新 受賞 発 表 !
嬉 野 テ ィ ーツ ーリ ズ ム

（感 動 の 茶 体 験 ）

CFCL

（画 期 的 理 念と造 形 美 の ニット）

東 屋

（革 命 的 な日用品 ）

ボ ーフ

（唯 一 無 二 の 美 容 とその 文 化 ）

ＮＩＶＶＡＫＡ

（海 外 セレブも愛 するジュエリー）

ア リ タ ポ ーセ リ ン ラ ボ

（モ ダ ンな歴 史 的 有 田 焼 ）

美 山 荘

（贅 沢とは 何 かを 体 感 できる宿 ）

ヤ ン マ ーＸ4７

Ｔｉｍｅ＆Ｓtｙｌｅ

ＨＯＳＯＯ

パ レ ス ホ テ ル 東 京

とら や

資 生 堂

グ ランド セ イコ ー

開 化 堂

サ ントリ ー

マ メ クロ ゴ ウ チ

中 川 木 工 芸

ＡＣＲＯ

小 布 施 堂

ＬＥＸＵＳ

ス ノーピ ーク

仁 和 寺 松 林 庵

ガ ン ツ ウ

朝 日 焼

ショウ ナ イホ テ ル スイデ ン テ ラ ス

京 都 宇 治 茶 房 山 本 甚 次 郎

ジ ャ クソ ン

勇 心 酒 造

一 澤 信 三 郎 帆 布

日 本 橋 千 疋 屋 総 本 店

八 11120

Λ ＷＡＲ四

ＪＡＰＡＮ'Ｓ ＡＵＴＨＥＮＴＩＣ ＬＵＸＵＲＹ

ｊ
（新 時 代 の クル ーザ ー） ＡＶＶＡＲＤ
日本 橋 木 屋
（洗 練 と信 頼 の 刃 物 ）

メゾ ン カ カ オ
（科 学 と 文 化 の ショコ ラ）
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ショウ ナ イホ テル

スイデ ン テ ラス
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まるでアートのような存 在 感

未 来 へ継 承したい日本の原 風 景

水 田 の 豊 か な 表 情 を 洗 練 さ れ た 空 間 で 愛 で る こ と が で き る ホ テ

ル 。美 し い 田 園 風 景 と デ ザ イ ン 性 を 呼 応 さ せ た の は 建 築 家 ・坂

茂 氏 。日 本 の 原 風 景 ・美 意 識 を 現 代 に 通 じ る モ ダ ン な 美 へ と

昇 華 さ せ て い る の も 極 め て 貴 重 。背 景 に は 人 々の 信 仰 を 集 め て

き た 出 羽 三 山 か ら の 雪 解 け 水 に よ っ て 育 ま れ た 山 形 県 庄 内 地 方

の 恵 ま れ た 自 然 環 境 が あ る 。水 田 と い う 豊 穣 の 象 徴 を あ ま す と

こ ろ な く 堪 能 で き る こ の ホ テ ル は 、日 本 の ラ グ ジ ュ ア リ ーの 本 質

を 伝 え る 存 在 だ 。

１自 社 農 場 や 信 頼 で きる 生 産 者 から仕 入 れる 野 菜 や 山 形 庄 内 の ブ ラ ンド 肉 など

を 使 つ た 料 理 が 並 ぶ デ ィナ ー､､ア ラ カ ル ト も あ り ､､２窓 い っ は Iいに 広 が る 田 園

風 景 が 眺 め ら れ る ｢田 園 ピ ューテ ラ ス付 き ダ ブ ル ル ーム ｣｡３水 田 に 浮 かぶ よ うに

建 つ 木 造 ホ テ ル ｡､４セ ル フロ ウリュを 備 え た本 格 的 な フィン ランド 式 サ ウ ナ｡
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上 質 な宿 での 体 験 とドラ マチ ックな クル ーズ の 醍 醐 味 を叶 え た稀 有 さ。ガ ン ツウ は

まさに 世 界 に 誇 り うる至 高 の 存 在 。舞 台 は日 本 の 地 中 海 とも讃 えら れる瀬 戸 内 海 。

尾 道 水 道 、鞆 の 浦 、直 島 など情 緒 あ ふ れる風 景 や 歴 史 的 ス ポ ット、ア ート 探 索 を

シ ーム レスに 楽 し め るの も ガン ツウ ならでは 。船 内 で は 檜 の 浴 槽 から朝 日 や サン セ

ット を眺 め、厳 選 した旬 の 食 材 を活 かした美 食 を味 わう至 福 の 時 間 を満 喫 。季 節 ご

とに 水 面 の きら めき、自 然 の うつ ろい を感 じるひとときは まさに一 期 一 会 。
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1;ｉ１瀬 戸 内 海 の 島 々を 眺 め な

が ら ゆ っ たりと 移 動 する ガ ン

ツウ｡２ラ ン チで オーダ ーで

きる海 鮮 井。瀬 戸 内 海 の 海

の 幸 に舌 鼓 。３客 室 は全 室 、

瀬 戸 内 海 を一 望 で きるテラス

付 き の スイート｡海 との 一 体

感 を味 わうことがで きる､、

lせ とうちクル ーズ ガ ン ツウデ`スク

n 0120ぺ 89-321（予 約 ）

仁和寺
松林 庵
1泊 100万 円 の 特 別 な一 夜

時 空 を超 え歴 史 と語り合 う

宇 多 天 皇 に よって開 創 され た 総 本 山 仁 和 寺 。慶 応 の 純 仁

法 親 王 まで､皇 子 ､皇 孫 方 が 代 々門 跡 (住 職 )を 務 めら れ。

その 格 式 の 高 さは 圧 倒 的 。そ の 仁 和 寺 で 究 極 の 体 験 をで

きる の 圦 １日 １組 の み に 開 か れ た宿 坊 ｢松 林 庵 ｣。通 常

非 公 開 の 金 堂 や五 重 塔 などの 特 別 拝 観 をはじ め 、僧 侶 に

よるプ ラ イベ ートツ ア ーや 数 々の 宝 物 鑑 賞 などの ほ か、r宸

殿 ｣で の 晩 餐 体 験 も。世 界 遺 産 で もあ る 仁 和 寺 の 価 値 に

触 れ 、永 劫 の 時 間 の 中 に 身 を置 <贅 沢 を堪 能 。
１宸 殿 で の 晩 餐 の 際 に は 雅 楽 鑑 賞 など の オ

プ ショ ナ ル の ア レ ン ジ も可 能 ｡２数 寄 屋 造

り の 意 匠 を ちり ば め ら れ た 優 雅 な 佇 まい の

｢松 林 庵 ｣｡３昨 年 ｢食 堂 {じ きど う }｣が オ

ープ ン。料 理 人 を招 い た 精 進 料 理 や 和 菓 子

体 験 も可 能 に ，

京 都 府 京 頡 扣 右 京 区 御 室 大 内 3rリ ー和 寺 内
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